
小児腫瘍内科 

部長（教授）
菊田　　敦

福島県立福島高等学校卒業
昭和56年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）小児がんのトータルケア
２）造血細胞移植（特にハプロ移植）
３）小児血液疾患一般
研究分野　
１）難治性小児がんに対する治療開発
２）細胞治療の開発
趣味：サッカー、ガーデニング

1）小児血液疾患、小児がんの集学的治療を幅広く行っています。特に再発・難治性がんに対する免疫細胞療
法としてのハプロ移植の研究と治療実践を行っています。
2）新たな細胞治療の開発、新規治療薬の開発、多数の臨床試験を実施しています。
3）思春期若年成人に発症した希少がんの治療、晩期合併症に対する長期フォローアップ体制を整備し、実施
しています。
4）国内の先進的小児血液・がんの研究・治療施設を目指し、5つの拠点化を掲げています。

診療科（講座）紹介 URL http://www.pedonc.fmu.ac.jp

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

長野県立諏訪清陵高等学校卒業
平成 9 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）小児血液・腫瘍
２）造血細胞移植
研究分野　
１）造血細胞移植と免疫
２）がん細胞免疫療法の開発

講師  望月　一弘

桐蔭学園高等学校（神奈川県）卒業
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）小児血液・腫瘍
２）造血細胞移植
３）腫瘍感染症
研究分野　
１）白血病再発のメカニズム

学内講師  小林　正悟

福島県立福島高等学校卒業
平成 3 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）小児血液・腫瘍
２）晩期合併症
研究分野　
１）CMLの病態解明と治療開発
２）造血細胞移植後の造血回復

非常勤講師  伊藤　正樹

福島県立会津高等学校卒業
平成 6 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）小児血液・腫瘍
２）造血細胞移植
３）小児腫瘍病理
研究分野　
１）固形腫瘍の臨床試験開発
２）難治性白血病に対する造血細胞移植

准教授　　　　   
佐野　秀樹

  1）日本小児科学会
  2）日本小児血液・がん学会　評議員、理事、監事
  3）日本造血細胞移植学会、評議員
  4）日本血液学会
  5）日本癌治療学会
  6）日本臨床腫瘍学会
  7）日本輸血・細胞治療学会、評議員
  8）International Society of Pediatric Oncology
  9）日本小児がん研究グループ　理事、監事
10）米国小児がん研究グループ（COG）正式メンバー

学会活動
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後期研修プログラム

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

　子どもが「がんで死ぬ」、こんな理不尽なこと
はありません。世界から一人でも多くの小児がん
患者を救うことを目指しています。まず、福島か
ら始めましょう。

大学院・留学について

　腫瘍関連講座と連携し大学院進学、または学位取得。国
内、海外留学を積極的に奨励。

１. 研修対象者
　　小児血液・がん専門医を志す小児科医（小児科専門医
取得後、あるいは同時並行）
＊１小児科専門医取得前であっても研修は可能、その場
合は小児血液・がん専門医取得に必要な小児科専門医
を取得するための準備を並行して行う。

２. 一般目標
　小児血液疾患および小児がんの子どもたちに質の高い
専門医療を提供するために、小児血液疾患および小児・
AYAがん領域に関する幅広い知識と十分な経験および錬
磨された技能を習得した医師を育成する。

３．研修プログラム
①1～3年次：小児科専門医＋血液・腫瘍基礎プログラム

小児科専門医を持たない後期研修医を対象
とする。
初期研修2年終了後より開始し、3年間の
小児科研修を経て②の基礎プログラム（2
－3年）を開始する。なお、他施設で小児
科研修を行っている場合は、小児科基礎コ
ース3年から他施設での研修期間を差し引
いた期間を基礎プログラムの期間とする。

②3～5年次：血液・腫瘍基礎プログラム
小児科専門医を取得したものを対象とす
る。
主に初発の急性白血病の化学療法。溶血性
貧血や再生不良性貧血、特発性血小板減少
性紫斑病、血友病などの非腫瘍性血液疾患
の治療。固形腫瘍（神経芽腫、肝芽腫、ウ
ィルムス腫瘍など）の治療。HLA一致造
血幹細胞移植、自家末梢血幹細胞移植、緩
和医療、臨床研究へ参加する。主治医（ま
たは副主治医）として研修し、血液専門医

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標

　研修プログラムに従い研修することで、小児がん研究・
治療に必要な手技、業績が取得可能。

やがん治療認定医を取得し、小児血液・が
ん専門医の取得も可能。

③3～8年次：血液・腫瘍上級プログラム
基礎プログラムを終了したものを対象に
し、小児血液がん専門医や造血細胞移植認
定を目指すプログラム。ハプロ移植や、早
期臨床試験、治験への参加、基礎研究（学
位取得）、再発症例や難治症例の治療、チ
ーム医療のリーダーとして緩和医療のカン
ファランスを開催、国際学会での発表など
より高度なスキルを習得し、次世代の日本
の小児血液腫瘍をけん引するような人材を
育成することを目指す。
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